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◉
「
知
の
巨
人
」
と
も
称
さ
れ
る
近
世
大
坂
の
町
人
学
者
、
木
村
蒹
葭
堂
が
記
し
た
日
記
の
う
ち
、
現
在
所
在

が
確
認
さ
れ
て
い
る
二
十
年
分
を
翻
刻
。

◉
近
世
の
歴
史
・
文
学
・
美
術
・
博
物
学
・
本
草
学
の
研
究
に
資
す
る
貴
重
な
史
料
。

◉
大
坂
の
み
な
ら
ず
、
諸
国
か
ら
蒹
葭
堂
を
慕
い
訪
れ
た
人
び
と
や
、
海
外
の
文
物
と
の
接
触
を
、
人
物
交

流
を
中
心
に
活
写
。

◉
漢
学
者
、
国
学
者
、
本
草
家
、
詩
人
、
歌
人
、
画
家
、
医
家
、
僧
侶
な
ど
、
日
記
に
登
場
す
る
の
べ
四
万

に
わ
た
る
人
物
の
索
引
を
完
備
。

◉
専
門
家
に
よ
る
蒹
葭
堂
研
究
の
最
新
論
考
、
蒹
葭
堂
の
略
年
譜
を
収
載
。

◉
野
間
光
辰
監
修
・
水
田
紀
久
編
『
蒹
葭
堂
日
記
』
（
蒹
葭
堂
日
記
刊
行
会
発
行
、
中
尾
松
泉
堂
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
、

旧
羽
間
文
庫
所
蔵
、
現
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
）
、
水
田
紀
久
編
の
復
刻
版
『
花
月
菴
蔵　

蒹
葭
堂
日
記
』
（
蒹
葭
堂

日
記
刊
行
会
発
行
、
中
尾
松
泉
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
刊
）
を
一
巻
に
。

近
世
諸
分
野
研
究
者
（
歴
史
・
文
学
・
美
術
・
博
物
学
等
）　

大
学
・
公
共
図
書
館

美
術
館
・
博
物
館
・
資
料
館

大
阪
郷
土
史
研
究
者
な
ど

本
書
を
お
薦
め
す
る
方
々

本
書
の
特
徴

蒹葭堂日記原本

（羽間文庫本、大阪歴史博物館所蔵）

❖
表
図
版
…
…
谷
文
晁
筆 

『
木
村
蒹
葭
堂
像
』 

大
阪
府
教
育
委
員
会
所
蔵
（
部
分
・
重
要
文
化
財
）



『
完
本 
蒹
葭
堂
日
記
』の

刊
行
を
喜
ぶ

大
阪
歴
史
博
物
館
館
長 

脇
田 

修

　

こ
の
た
び
『
完
本 

蒹
葭
堂
日
記
』
が
、
水
田
紀
久

先
生
等
の
編
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
先

生
は
早
く
か
ら
本
日
記
に
着
目
さ
れ
、
こ
れ
を
刊
行
も

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
旧
羽
間
文
庫
本
な
ど
と
と
も
に
、

花
月
菴
本
を
あ
わ
せ
て
新
た
に
翻
刻
さ
れ
、
詳
し
い
索

引
を
も
付
し
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
蒹
葭
堂
は
、
近
世
中
期
の
大
坂
を

代
表
す
る
文
人
で
あ
る
。
彼
は
町
年
寄
を
勤
め
、
酒
造

業
・
貸
家
業
を
営
ん
だ
裕
福
な
町
人
で
あ
る
が
、
何
よ

り
も
博
く
物
品
を
収
集
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
多
く
の

文
人
墨
客
が
訪
ね
て
き
た
。
彼
の
日
記
は
そ
の
来
訪
者

を
記
し
、
交
遊
関
係
の
広
が
り
を
示
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
当
時
の
文
化
的
世
界
を
写
し
だ
す
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
信
頼
で
き
る
方
の
手
に
よ
っ

て
翻
刻
さ
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
大
坂
町
人
の
文
化
的
営
為
が
さ
ら
に
明
ら

か
に
さ
れ
、
広
く
近
世
文
化
の
研
究
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

 
 
 

　

❖

組見本（本文二色刷）

刊
行
に
あ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
蒹
葭
堂
顕
彰
会
代
表 

水
田
紀
久

　

今
を
去
る
三
十
六
年
前
の
昭
和
四
十
七
年
、
や
っ
と
の
思
い
で
羽
間
文
庫
本
『
蒹
葭
堂
日
記
』
二
十
四
年
間
十
八

年
分
の
複
製
・
翻
刻
を
世
に
送
っ
て
丁
度
十
年
目
、
昭
和
五
十
七
年
に
花
月
菴
本
二
年
分
二
冊
が
、
今
度
は
原
装
の

ま
ま
現
れ
た
時
は
、
こ
れ
こ
そ
先
師
野
間
般
庵
夫
子
の
の
た
も
う
た
「
無
い
と
諦
め
た
本
も
十
年
経
て
ば
出
る
さ
」

か
と
、
正
直
愕
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
か
ら
は
や
四
半
世
紀
が
経
過
し
て
も
、
い
ま
だ
に
二
十
四
年
間
分
の
欠
本
四
年

分
四
冊
の
行
方
は
知
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
日
記
の
複
刻
は
時
期
も
十
数
年
を
隔
て
て
別
々
に
、
形
も
異
な
る
装
い
で
公
刊
せ
ざ
る
を

得
ず
、
羽
間
文
庫
本
の
翻
刻
・
索
引
に
は
力
及
ば
ず
か
な
り
の
誤
り
を
残
し
、
複
製
と
の
対
比
で
そ
れ
を
見
付
け
る

こ
と
も
一
再
な
ら
ず
、
そ
の
都
度
慙
愧
の
思
い
を
新
た
に
し
た
。
ま
た
花
月
菴
本
は
複
製
と
解
題
索
引
の
み
で
翻
刻

が
具
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
正
確
性
や
一
貫
性
に
欠
け
る
旧
版
の
利
活
用
に
は
何
か
と
不
安
と
不
便
と
を
伴
っ
た
。

　

こ
の
た
び
、
か
く
前
後
し
て
個
別
に
公
刊
さ
れ
た
旧
本
を
時
系
列
に
整
え
、
誤
り
は
細
大
と
な
く
訂
正
し
て
完
本

『
蒹
葭
堂
日
記
』
と
銘
打
ち
、
草
創
の
意
気
に
燃
え
る
藝
華
書
院
よ
り
出
版
と
い
う
盛
挙
に
漕
ぎ
着
け
た
。
こ
の
整

序
合
体
こ
そ
は
、
日
記
本
然
の
姿
に
還
す
所
以
で
あ
り
、
わ
た
く
し
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
も
偏
に
原
本
の
現

所
蔵
者
、
旧
版
の
発
行
者
な
ら
び
に
辱
知
橋
爪
節
也
氏
の
御
理
解
と
御
助
力
、
そ
し
て
現
時
点
で
最
適
の
少
壮
専
家

二
名
と
印
刷
所
、
発
行
所
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
御
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
今
生
の
順
縁
に
恵
ま
れ
た
お
陰
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
恩
師
諸
先
輩
や
同
志
多
数
の
篤
い
御
指
導
の
も
と
、
生
涯
蒹
葭
堂
の
追
慕
と
顕
彰
と
に
携
わ
っ
た
わ
た

く
し
に
と
り
、
こ
の
一
冊
こ
そ
は
真
に
監
修
者
冥
利
に
尽
き
る
の
み
か
、
近
い
将
来
、
編
集
を
目
論
む
木
村
蒹
葭
堂

全
集
の
第
一
回
配
本
と
も
な
れ
ば
、
ま
さ
に
功
徳
無
量
、
汎
く
内
外
の
木
村
蒹
葭
堂
研
究
家
、
ま
た
『
蒹
葭
堂
日
記
』

読
者
へ
の
こ
よ
な
き
贈
り
物
と
な
る
こ
と
と
確
信
す
る
。

『
完
本 

蒹
葭
堂
日
記
』
讃

九
州
大
学
名
誉
教
授 

中
野
三
敏

　

水
田
さ
ん
の
紹
介
状
を
懐
に
、
当
時
祇
園
下
河
原
菊

谷
の
羽
間
翁
別
邸
を
、
日
記
拝
見
が
叶
う
嬉
し
さ
に
小

躍
り
し
て
御
尋
ね
し
た
の
は
、
も
は
や
四
十
年
ほ
ど
も

昔
に
な
ろ
う
か
。
し
か
し
一
見
を
許
さ
れ
て
開
い
た
途

端
、
こ
れ
は
到
底
一
書
生
の
か
い
な
で
に
歯
の
た
つ
よ

う
な
代
物
で
は
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
虎
の
尾

を
踏
ん
だ
思
い
で
逃
げ
帰
っ
た
こ
と
、
今
に
し
て
冷
汗

三
斗
の
苦
い
経
験
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
水
田
さ
ん
畢
生
の
御
努
力
に
よ
り
、
見
事

に
複
製
・
翻
刻
、
そ
し
て
是
な
く
し
て
は
決
し
て
そ
の

真
価
を
窺
い
得
ぬ
で
あ
ろ
う
二
百
五
十
頁
に
及
ぶ
人
名

索
引
が
完
成
、
そ
の
後
更
に
欠
け
て
い
た
二
年
分
が
出

現
し
て
、
こ
れ
又
水
田
さ
ん
の
手
に
よ
る
複
製
と
索
引

が
備
わ
っ
た
経
緯
は
、
こ
こ
に
云
々
す
る
迄
も
あ
る
ま

い
。

　

今
度
は
、
そ
の
現
存
分
の
凡
て
が
完
本
全
一
冊
に
ま

と
め
ら
れ
、
あ
ら
た
な
校
訂
を
施
し
て
刊
行
さ
れ
る
と

い
う
。
江
戸
が
本
当
に
江
戸
ら
し
く
成
熟
し
た
十
八
世

紀
の
後
半
、
財
と
知
と
好
事
心
と
を
傾
け
尽
く
し
て
そ

れ
を
支
え
た
浪
華
の
巨
人
の
足
跡
を
、
我
々
は
今
や
居

な
が
ら
に
し
て
辿
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
を
し

も
学
界
の
慶
事
と
言
わ
ず
し
て
何
と
し
よ
う
。

木
村
蒹
葭
堂 

き
む
ら
け
ん
か
ど
う

（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
）

江
戸
中
期
の
大
坂
の
町
人
学
者
。
名

は
孔
恭
。
通
称
、
坪
井
屋
吉
右
衛
門
。

別
号
、
巽
斎
。
幼
少
よ
り
本
草
学
・

絵
画
・
詩
文
を
学
び
、
長
じ
て
書
画

骨
董
を
広
く
蒐
集
。
膨
大
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
閲
覧
と
情
報
交
換
の
た
め
、

全
国
各
地
か
ら
当
時
の
著
名
人
が
訪

れ
た
。

前
後
し
て
個
別
に
公
刊
さ
れ
た
旧
本
、
野
間
光
辰
監
修
・
水
田
紀
久
編
『
蒹

葭
堂
日
記
』
（
蒹
葭
堂
日
記
刊
行
会
発
行
、
中
尾
松
泉
堂
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
、
旧

羽
間
文
庫
所
蔵
）
、
水
田
紀
久
編
の
復
刻
版
『
花
月
菴
蔵　

蒹
葭
堂
日
記
』
（
蒹

葭
堂
日
記
刊
行
会
発
行
、
中
尾
松
泉
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
刊
）
を
時
系
列
に
整
え

る
と
と
も
に
、
影
印
の
み
の
刊
行
だ
っ
た
『
花
月
菴
蔵　

蒹
葭
堂
日
記
』

を
新
た
に
翻
刻
し
、
日
記
二
十
年
分
を
一
本
に
纏
め
た
。

本
書
の
構
成
内
容

.................................................


